
震央分布図
（2013年１月１日～2019年１月31日、深さ０～20km、M≧2.0）

2019年１月以降の地震を濃く表示

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図

熊本県から大分県にかけての地震活動の状況（2019年１月31日24時現在）

領域ａ内の時空間分布図（Ａ－Ｂ投影）
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図中の青、緑、茶色の線は地
震調査研究推進本部の長期評
価による活断層を示す。

領域ａ内でM6.0以上の地震、
熊本県阿蘇地方及び大分県中
部のそれぞれの領域で最大規
模の地震、今回の地震に吹き
出しをつけている。

※１ M7.3の地震の発生直後
に発生したものであり、Mの値
は参考値。
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今回の地震
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領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図

日出生断層帯

万年山－崩平山
断層帯

（2018年２月１日～2019年１月31日）

気象庁作成


